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�
月　

日
、
真
庭
市
消
防
初
出
式
が
白
梅
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消

��

防
職
・
団
員
な
ど
約
千
人
が
出
席
。
団
長
訓
辞
な
ど
が
行
わ
れ
、
士
気
を
高
め
ま
し

た
。
ま
た
、
長
年
消
防
活
動
に
尽
力
し
た
団
員
ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
掲
載
は
、

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
功
労
章
以
上
で
す
。（
敬
称
略
）

地
域
防
災
へ 
の
決
意
新
た
に
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全��分団���部　全団員数�����人（平成��年�月�日現在）

副団長 団長
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方面隊長

�月�日付けで異

動がありました。

方面隊長以上の幹

部を紹介します。
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真
庭
市
消
費
者
行
政
基
本
方
針
策
定

安
全
安
心
の
確
保
を
目
指
す

　

�
月　

日
、
市
民
の
消
費
生
活
の
安
定

��

と
向
上
の
た
め
、
岡
山
県
内
の
市
町
村
で

初
め
て
と
な
る
消
費
者
行
政
基
本
方
針
を

策
定
し
、
川
元
生
活
環
境
部
長
が
記
者
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
方
針
で
は
、
①

消
費
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
②
消
費

者
被
害
等
の
未
然
防
止
・
救
済
③
自
立
し

た
消
費
者
育
成
の
た
め
の
消
費
者
教
育
の

推
進
④
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

へ
の
対
応
の
�
つ
を
定
め
、
消
費
者
が
安

心
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
真
庭
市
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

記者発表を行う川元生活環境部長（左）

市政に関する動きの一部を紹介します

夢はぐくみプロジェクト
講演会が勝山文化センタ
ーで開かれました。小惑
星探査機はやぶさの元プ
ロジェクトマネージャ
ー・川口淳一郎氏が、市内
の中学�年生らに創造や
挑戦することの大切さを
語りました。

������創造する力を育んで

銘建工業株式会社の真庭
産業団地への新工場建設
が決定し、同社と岡山県、
真庭市による立地協定式
が本庁舎で行われまし
た。ＣＬＴ製造を目的とし
た工場の建設は国内初
で、来年�月からの操業
を計画しています。

������国内初の�����工場を建設

�
������

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

慈愛の巨人「江草先生」逝去
　重症心身障がい児の療育から幅広く福祉事業を
先駆的に行ってきた旭川荘。その創立��周年記念
事業としてのオペラが、瀧井敬子総監督の下、�
月��日に岡山市内で上演されました。舞台の絵画
は障がい児が描き、合唱団は施設の子どもや職員
という、まさに「旭川荘��年の歴史の中での積み
重ね」を物語るものでした。満席の劇場内は、大
きな感動に包まれるとともに、舞台を楽しみにさ
れていた旭川荘の創始者、江草安彦名誉理事長の
突然の逝去（�月��日）に対する哀悼と感謝に溢
れました。
　私は、江草先生の遺影が置かれた隣席で、短期
間であったものの、先生とのご交誼を思い浮かべ
ながら観劇しました。数カ月前、先生と食事をい
ただきながら約束したことをぜひ実現させると、
心密かに願いつつ。
　「真庭は私の出発点」と言われた江草先生は真庭
の恩人！先生、安らかにお眠りください。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト

全
国
各
地
か
ら
協
力
隊
が
集
う

トークと歌で盛り上がった会場のステージ

　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
）
で
�
月
�

日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト

（
総
務
省
主
催
）が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
真
庭
市
か
ら
も
協
力
隊
や
太
田
市
長

ら
が
参
加
し
、
会
場
で
展
示
や
チ
ラ
シ
配

り
で
Ｐ
Ｒ
。
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
は
協
力
隊

に
よ
る
活
動
報
告
や「
ま
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
配
膳
ボ
ー
イ
ズ
」
が

テ
ー
マ
曲
「
あ
な
た
に
よ
そ
い
た
く
て
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
当
地
グ
ル

メ
の
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
も
振
る
舞
わ
れ
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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他社と連携して！�産業連携支援事業�

※市外との連携の場合補助率は1/2

補助率 ２／３以内�上限額 １００万円�

継続�

２社以上の事業所や団体が連携
した、新製品・技術開発や農商工
連携、異業種分野への新規参入
といった取り組みに必要な経費
の一部を補助します。�
■対象となる取り組み�　①新商品の開発�　②地産地消の拡大�　③農林産品の付加価値拡大�　④異業種分野への新規参入�　⑤地域団体と連携した地域�　　課題解決事業　など�

【
募 
集 
】
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真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

真
庭
市
と
真
庭
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
、

Ｊ
Ａ
び
ほ
く
の
�
者
で
構
成
す
る
組
織
で

す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
産
業
支
援
機
関
と

し
て
各
種
支
援
制
度
の
紹
介
や
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
、
企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
経
営
上
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独
自
の
支
援
事

業
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
市
が
実
施
す
る

支
援
事
業
の
窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
が

��

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
支
援
事
業

の
内
容
を
充
実
し
ま
し
た
。
新
た
な
事
業

展
開
や
起
業
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
期
間
や
申
請
資
格
な
ど
は

事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
と
な
っ
て
行
う
、
平
成　

年
度
の
産
業

��

（
商
工
業
）支
援
制
度
の
募
集
が
始
ま
り
ま

す
。
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
新

た
な
事
業
展
開
な
ど
を
お
考
え
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　サポートセンターの「産業連携支援事業」を活用して、ピザの新
商品開発をしました。もともとピザには力を入れていたんですが、
「地元の素材でもっといいものを」と酒粕を練り込んだピザの商品化
に挑戦しました。試作品を作るのにもお金は掛かるので、経費を支
援していただけるのは助かりましたね。酒粕ピザが完成したのは今
年の１月。お客さんの反応もまずまずです。今回、せっかく新しい
ことにチャレンジできたので、酒粕だけじゃなく、旬の野菜など地
域の素材を使った次の商品もどんどん考えていきたいですね。

ＣＡＦＥ ｂｉｒｄ      （勝山）　オーナー 小林一雅さん
バード

��������	
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���������  支援事業で新商品開発 ！

■
平
成�

年
度

真
庭
市
の
産
業（
商
工
業
）支
援
制
度
を
紹
介

��

開
発
、 研
究
、 起
業
な
ど

あ
な
た
の
チ
ャ 
レ
ン 
ジ

し
ま 
す 
！

新規�

真庭の資源
を使って！

�

地域資源活
用事業�

補助率 １／
２以内�

上限額   ５
０万円�新規�

岡山県地域
産業資源に

指定され

ている品
目を活用

した新商
品・

サービス
の開発、既

存商品の
販

路開拓に必
要な経費の

一部を補

助します。
�

※岡山県
地域産業

資源のう
ち、

「岡山県全
域」もしく

は「真庭市
」

の資源と
して認定

されてい
る

ものが対
象です。�

詳しくは�

岡山県　地
域産業資源

　　で　検
索�



経営課題に
取り組もう

！�

経営革新応
援事業�

補助率 １／
３以内�

上限額 １０
０万円�

国や県の
認定を受

けた計画
に基

づいて取り
組む、新た

な事業に係

る経費の一
部を支援し

ます。�

新規�新規�

継続�

創業・開業目指して！�起業支援事業�
補助率 １／２以内�上限額 １００万円�

継続�

独創性・発展性をもって市内で
新たに起業する人に対して、事
業所開設など立ち上げ時の経費
を支援します。�

まにわ創業塾（真庭商工会主催）、もしくはプレ・インキュベーションセミナー（県産業振興財団主催）を受講し、市から『特定創業支援事業証明書』が交付された人は、上限額が１５０万円になります。�

まにわ創業塾

���Maniwa

���������  創業塾で起業に挑戦！

　「自分の店を持とう ！ 」と決意したときに、相談に向かったのが真
庭商工会でした。そこで教えていただいた「まにわ創業塾」をすぐ
に受講。講義では専門的な知識や心構えなどを学ぶことができ、ぼ
んやりとしていた目標がはっきりとした起業への道に変わりまし
た。真庭市の「起業支援事業」を活用して平成��年�月に美容室を
オープン。創業塾では、私と同じように起業を目指す人たちとも知
り合うことができ、交流は今も続いています。同じ道、同じ悩みを
共有できる仲間と出会える場としても魅力ですよ。

 Amare   HAI R  P LACE（上水田）　オーナー 吉本明美さん
アマーレ

��������	
��
��
�����

真庭市産業サポートセンター
真庭市鍋屋�（真庭商工会本部内）
℡����-��-����

「チャレンジしたい」 そう思ったら

�����������	
�

　これから創業したい、開業を目指しているという人を対象に
「まにわ創業塾」を開講します。事業を始めるための心構え、ビジネ
スプラン（事業計画）の作成、開業資金融資制度・助成金・創業事例
の紹介など、実際の創業に役立つ内容です。

■日時　�月�日、��日、��日、��日の��時～��時
　　　　午前、午後の部に分けた全�講義
■場所　真庭商工会本部（真庭市鍋屋�）
■定員　��人　※受講無料
■申込期間　�月�日�まで　※定員になり次第締め切り
■申し込み・問い合わせ先　真庭商工会本部　℡����-��-����

�講義のうち�講義以上出席し、経営、財務、人材育成、販路開拓の全ての
分野を履修した人には、真庭市から『特定創業支援事業証明書』が交付され
ます。この証明により、「株式会社設立時の登録免許税軽減」「信用保証枠の
拡大」「起業支援事業の上限額拡大」などの特例が適用されます。

起業家の体験談から
学ぶプログラム

気付きを引き出す
ワークショップ

同じ志を持った仲間が
できる刺激的な機会

「起業したい、 でも…」
悩みをズバッ と解決ままににわわ創創業業塾塾

研究機関と連携して！�産学連携促進事業�
補助率 ２／３以内�上限額   ２０万円�

大学や研究機関などと連携した
共同研究、またはこれらの機関か
ら受ける分析・検査などの技術提
供に必要な経費の一部を補助し
ます。�

新規�新規� 共同研究の場合�

補助率 １／２以内�上限額   １０万円�

技術提供の場合�
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生活環境部

生活環境部長　山根眞一

市民課長　河内勝彦

くらし安全課長　矢谷佳子

スポーツ・文化振興課長　松尾憲和

環境課長　横木隆文

（資源循環対策室長　南　博晴）

旭水苑所長　井原福典
クリーンセンタ ーま に わ 所長　 鈴木正和
北部 クリ ーンセンター 所 長　 正富昭夫

健康福祉部

健康福祉部長　稲田隆司

福祉課長　長尾　修

子育て支援課長　竹中秀美

健康推進課長　大熊江美子

高齢者支援課長　渡邉伸之

ささぶき苑所長　延本貞明

産業観光部

産業観光部長　須田昌宏

産業政策統括監　中井　靖

産業政策課長（産業政策統括監が兼務）

林業・バイオマス産業課長　 綱島直彦

農業振興課長　有馬伸明

農林土木課長　中山利明 

総合政策部

総合政策部長　吉永忠洋

総合政策課長　有元　均

交流定住推進課長　宮本隆志

秘書広報課長　中谷由紀男

総務部

総務部長　中村剛士

総務課長　笠原幸男

財政課長　長尾卓洋

財産活用課長　澤山誠一

税務課長　谷岡昭雅

債権回収対策課長　上山修治

市長直轄組織

危機管理監　枡谷和明

危機管理課長（危機管理監が兼務） 

●
秋
本
直
人　

（
交
流
定
住
推
進
課
）

●
下
野
知
恵　

（
財
産
活
用
課
）

●
門
野　

愛　

（
税
務
課
）

●
藤
木
佑
太　

（
環
境
課
）

●
福
島
大
介　

（
高
齢
者
支
援
課
）

●
板
持
尚
幸　

（
農
業
振
興
課
）

●
三
村
晃
太　

（
建
設
課
）

●
樫
尾
良
典　

（
水
道
課
）

●
西
村
友
希　

（
下
水
道
課
）

●
吉
原
沙
紀　

（
さ
さ
ぶ
き
苑
）

●
河
井
知
美　

（
八
束
こ
ど
も
園
）

●
田
中
祥
子　

（
河
内
こ
ど
も
園
）

●
森
田
麻
衣
子（
湯
原
こ
ど
も
園
）

●
柴
原
亜
祐　

（
久
世
保
育
園
）

●
森
本
直
樹　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
山
口
俊
貴　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
赤
木
健
太
郎（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
平　

凌
弥　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
國
本
翔
平　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
森　

桂
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
牧　

菜
見
子（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
綱
島
美
紀　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
江
田
昭
江　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
築
澤
純
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
岡
田
愛
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

 
■
新
採
用
（
�
月
�
日
付
）

各配属先で頑張ります。
よろしくお願いします。

　

平
成　

年
�
月
�
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
各
部
局
の
部
長
・
課
長
な
ど
の
管
理
職
な
ら
び
に
退
職
者
、
新
規
採
用

��

者
を
紹
介
し
ま
す
。
新
規
採
用
者
が　

人
、
退
職
者
が　

人
で
職
員
の
総
数
は
�
�
�
人
と
な
り
ま
す
。

��

��

�問
 
　

総
務
部
総
務
課　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

市
で
は
、
地
域
振
興
の
拠

点
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
す
る
た
め
支
局
を
振
興

局
へ
名
称
変
更
し
、
交
流
定

住
施
策
お
よ
び
産
業
政
策
を

推
進
す
る
た
め
組
織
改
革
を

実
施
。
新
た
な
総
合
計
画
や

地
方
創
生
施
策
を
推
進
に
向

け
、
適
材
適
所
へ
の
人
事
配

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

湯
原
温
泉
病
院
の
経
営
改
革

に
向
け
、
部
長
級
の
派
遣
も

行
い
ま
す
。

行
政
運
営
の
強
化
を
図
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

真
庭
市
職
員 

人
事
異
動



���Maniwa

余野幼稚園長　松尾奈美恵（兼務）

草加部幼稚園長　井原悦子

落合こども園長　山本知子

美川こども園長　山口理恵

河内こども園長　牧原美恵子

勝山こども園長　樋口　都

美甘こども園長　小谷恵子

湯原こども園長　曽根晶子 

八束こども園長　丸山恭子

川上こども園長　内田典子

消防本部・消防署

消防長　半田　伝

消防次長　森木　茂

総務課長　原　克之

予防課長（消防次長が兼務）

警防課長　大森幹夫

消防署長　浅田光明

消防署副署長　池田直正

消防署副署長　志田勝彦

消防署副署長　川上修司

消防署副署長　野村尚文

蒜山分署長　大美　勝

湯原分署長　牧本武之

美新分署長　田辺展仁

北房分署長　宮林克己

湯原温泉病院

院長　野村修一

副院長　岡　孝一

事務部長　横山高史

事務次長　藤井幸枝

看護部長　西原美佐子

看護部次長　山本久仁枝

技術部次長　和田安弘

技術部次長　渡辺郁子

教育委員会

教育次長　池町陽子

教育総務課長　大美昌司

学校教育課長　三ツ宗宏

生涯学習課長　池上　博

議会事務局

議会事務局長　片岡　清

監査事務局

監査事務局長　切明友子

派遣など

岡山県中部環境施設組合所長   古林昌守

保育園・幼稚園・こども園

北房水田保育園長　池田由子

北房中央保育園長　廣　敏美 

木山保育園長　妹尾雅子

落合ひまわり保育園長　森本笑子

旦土保育園長　西村桂子

久世保育園長　山�弥生

久世第二保育園長　池田比呂子 

月田保育園長　長尾香代子  

富原保育園長　濱子伸枝

二川へき地保育所園長   山根満知子

中和保育園長　前田茂美 

中津井幼稚園長　福島真喜子（兼務）

呰部幼稚園長　福島真喜子（兼務）

上水田幼稚園長　中田百合子 

天津幼稚園長　田中順子

川東幼稚園長　横山智江 

久世幼稚園長　平岡幸江

米来幼稚園長　山根ひとみ 

樫邑幼稚園長　松尾奈美恵（兼務） 

建設部

建設部長　山本光一

都市住宅課長　池田知明

（国土調査室長　富永泰司）

建設課長　中島敏博

水道課長　西本篤生

下水道課長　上島芳広

会計管理者

会計管理者　吉田　昇

会計課長（会計管理者が兼務）

蒜山振興局

蒜山振興局長　新幸知典

地域振興課長　小谷英一

北房振興局

北房振興局長　的場敏惠

地域振興課長　高見　智

落合振興局

落合振興局長　庄司史郎

地域振興課長　妹尾久敏

勝山振興局

勝山振興局長　秋田繁彦

地域振興課長　畦崎宜久

美甘振興局

美甘振興局長　平　義男

地域振興課長　大熊　昭

湯原振興局

湯原振興局長　榎原　薫

地域振興課長　竹内紀吉 

●
山
口
博
重　

（
健
康
福
祉
部
長
）

●
川
元
信
義　

（
生
活
環
境
部
長
）

●
宮
永　

優　

（
産
業
観
光
部
長
）

●
三
村
訓
弘　

（
危
機
管
理
監
）

●
横
山
泰
治　

（
美
甘
支
局
長
）

●
森
岡
久
豊　

（
消
防
本
部
消
防
長
）

●
三
牧　

充　

（
湯
原
温
泉
病
院
事
務
部
長
）

●
池
端
徹
章　

（
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
上
谷
久
子　

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）

●
牧　

朋
子　

（
勝
山
支
局
総
務
振
興
課
長
）

●
妹
尾
直
之　

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
）

●
竹
平
信
孝　

（
岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合
所
長
）

●
八
幡
兼
三　

（
真
庭
消
防
署
湯
原
分
署
長
）

●
池
田
敏
朗　

（
真
庭
消
防
署
蒜
山
分
署
長
）

●
西
山
定
明　

（
真
庭
消
防
署
北
房
分
署
長
）

●
西
田
修
三　

（
湯
原
支
局
総
務
振
興
課
参
事
）

●
牧　

恵
子　

（
落
合
支
局
市
民
福
祉
課
参
事
）

●
実
原
京
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
看
護
師
長
）

●
曽
我
修
治　

（
湯
原
温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
　
　
　
　
　
   
ー
シ
ョ
ン
科
次
長
）

●
福
島
美
津
恵（
久
世
保
育
園
保
育
士
）

●
足
達
は
る
な（
八
束
こ
ど
も
園
）

●
樋
口
真
弘　

（
真
庭
消
防
署
湯
原
分
署
主
事
）

●
三
頭
洋
子　

（
遷
喬
小
学
校
校
務
主
査
）

●
植
田
政
枝　

（
木
山
保
育
園
調
理
主
査
）

●
山
口
洋
子　

（
久
見
保
育
園
調
理
主
査
）

●
村
上
洋
美　

（
八
束
小
学
校
校
務
主
査
）

●
桝
本
喜
与　

（
米
来
小
学
校
校
務
主
任
）

●
半
田
智
子　

（
落
合
中
学
校
校
務
主
任
）

●
林　

京
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
介
護
福
祉
士
）

 
■
退
職
者
（
�
月�

日
付
）

��


